
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 c 3 5 60.0% c 1.00

2 a 5.81 3.5 166.0% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

bbbb ｂｂｂｂ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
言言言言えないえないえないえない

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

245 48 8 3

47.4% 9.3% 1.5% 0.6%

aaaa ａａａａaaaa

‐ - -

‐ - -

26年度26年度26年度26年度

5.76

設問設問設問設問 26年度26年度26年度26年度

三山の山並みなどの自然風景は，美
しく魅力がある。 a

‐

‐

‐

a

41.2%

27年度27年度27年度27年度

a
213

‐

‐

4

‐

‐

三山森林景観保全・再生ガイドラインに基づく
許可・協議件数（件）

三山森林景観保全・再生ガイドラインに基づく
森林整備面積（本市による取組）（ha）

‐

‐

c

‐

‐

28年度回答28年度回答28年度回答28年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

3

‐

2

3

bbbb

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

‐ - -

‐ - -

‐

a

‐

517

施策番号 2201220122012201

施策名 山紫水明山紫水明山紫水明山紫水明のののの自然景観自然景観自然景観自然景観のののの保全保全保全保全

　京都の優れた自然景観を保全するため，風致地区等の制度の活用や，「京都市三
山森林景観保全・再生ガイドライン」に基づく，市民や事業者との協働による森林
景観づくりを推進する。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市景観計画
京都市三山森林景観保全・再生ガイドライン

担当局・部室

上位政策 22　景観

都市計画局・都市景観部

5

共管局・部室 産業観光局・農林振興室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

27年度27年度27年度27年度

28年度評価28年度評価28年度評価28年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｂ ａ

☑

☑

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

10,687 9,198

76,607 113,345

260,478 238,934

94,426 95,138

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

・京都の三山は，樹木の大量枯死や，鹿による食害など，継続的に対応すべき課題があり，「三山森林景
観保全・再生ガイドライン」の内容に沿った，許可・協議件数の増加が求められるため，今後も，同ガイ
ドラインを活用するとともに，美しい森林景観，豊かな自然環境を活用した，森づくりアドバイザーや森
づくり実践講座の開催などを通して，広く市民やＮＰＯ・事業者等との協働による，三山の森林景観の保
全・再生に取り組んでいく。
・小倉山歴史的風土特別保存地区内の本市買入地において，平成24年度から11箇年の期間をかけて小倉山
にふさわしい森林景観の再生や良好な森林環境の維持に向けた取組を進める。

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

13

14

15

10

11

12

27
年
度

A

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

　　「四季を楽しめるまち」を実現するためには，森林景観づくりの取組が推進された結果，三山全体の「山
並み」や「自然風景」がどのように変化し，評価されているのかを知ることが欠かせないため，市民の実感に
重み付けを行った。

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

26
年
度

Ａ

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

重み付け
AAAA

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がががが十分十分十分十分にににに達成達成達成達成されているされているされているされている

☑　市民の実感□　客観指標

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

事業費の状況（千円） 28年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

産業観光局

都市計画局

27年度
決算額

28年度
予算額

1 「伝統文化の森」推進事業 普通

2 違法開発監察事務 良い

3 古都三山保全・再生事業 かなり良い 都市計画局

都市計画局4 風致地区等規制指導事務 良い

5

6

7

8

9



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 60.0%

数値 目標年次 達成度

数値 50件 32年度 34.0%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

c c cccc

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 166.0%

数値 目標年次 達成度

数値 50ha 32年度 48.5%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

a a aaaa

各年度の目標値に対する達成度が，
ａ：80%以上
ｂ：60%以上80%未満
ｃ：40%以上60%未満
ｄ：20%以上40%未満
ｅ：20%未満

民有林の整備は，所有者の金銭的な負担の
発生や民有地同士の境界等の個別の事情に
よるところが大きいことを踏まえ，単年度
目標値に対する達成度が80％以上の場合を
最高のａ評価とし，以下20％刻みで設定し
た。

全国順位
中長期目標

0.05ポイント増 3.5

27年度末累積数値24.26ha
根拠

「四季・彩りの森復活プロジェクト」に掲げる目標
値35ha及び，本市が買い入れた山林の一部となる
15haを加えた数値とする。

数値 根拠

中長期目標達成のために当年度達成す
べき数値

備考

民有林（本市所有林を含む。）における森林景観を保全・再生するために整備した面積

森林の景観を保全する要素の一つとなってい
る民有林（本市所有林を含む。）の整備面積
を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

5.76 5.81

指標名指標名指標名指標名 三山森林景観保全三山森林景観保全三山森林景観保全三山森林景観保全・・・・再生再生再生再生ガイドラインにガイドラインにガイドラインにガイドラインに基基基基づくづくづくづく森林整備面積森林整備面積森林整備面積森林整備面積（（（（本市本市本市本市によるによるによるによる取組取組取組取組）（）（）（）（hahahaha））））

担当課 風致保全課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３４７５３４７５３４７５３４７５

各年度の目標値に対する達成度が，
ａ：100%以上　　 （5件以上）
ｂ：80%　　　　　（4件）
ｃ：60%　　　　　（3件）
ｄ：40%　　　　　（2件）
ｅ：20%以下　　　（1件以下）

目標件数を基準に，件数毎に５段階評
価とした。

全国順位
中長期目標

増減なし 5

27年度末累積数値17件

根拠

国有林や民有林等において三山森林景観保全・再生
ガイドラインに基づく現状変更許可申請及び協議の
年間目標件数を5件とし，延べ50件を目標値とした。

数値 根拠

中長期目標達成のために当年度達成す
べき数値

備考

市民やＮＰＯ，事業者等が，三山の森林景観を保全・再生する際に，条例等に基づき申請がされたもののう
ち，三山森林景観保全・再生ガイドラインの内容に沿うものとして許可又は協議された件数

三山の森林景観づくりを進めていくための指
針となる「三山森林景観保全・再生ガイドラ
イン」の浸透度を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

3 3

担当課 風致保全課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３４７５３４７５３４７５３４７５

施策名施策名施策名施策名 2201220122012201 山紫水明山紫水明山紫水明山紫水明のののの自然景観自然景観自然景観自然景観のののの保全保全保全保全

指標名指標名指標名指標名 三山森林景観保全三山森林景観保全三山森林景観保全三山森林景観保全・・・・再生再生再生再生ガイドラインにガイドラインにガイドラインにガイドラインに基基基基づくづくづくづく許可許可許可許可・・・・協議件数協議件数協議件数協議件数（（（（件件件件））））


